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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問 問７ 「７」

正解率 3２．3％
SS70～75 ７1．6％
SS65～70 ６1．9％
SS60～65 53．3％
SS55～60 44．8％
SS50～55   34．8%
SS45～50   26．9%

第１問 問７ 「７」政治・経済

2023年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「政治・経済」
受験者数： 26,217人
平均点： 44.0点
標準偏差： 15.6

【出典】 問題・集計結果データともに、2023年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

学習した知識を具体的場面で活用する問題で、各学力層で差がついた
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実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問の問７は、衆議院と参議院の比例代表制の選挙における当選者の決まり方
についての知識を、具体的な場面で活用することで当選者を考察する問題で、各学
力層で差がみられました。

まず、衆議院と参議院の選挙制度の違いについて、特定枠といった時事的な事項も
含めて正確に理解しておくことが求められました。そのうえで、具体的な得票数をもとに、
それぞれの制度下でどの候補者が当選するかを考察する力が求められました。正確な
知識とともに、具体的な数値に置き換わっても身につけている知識を活用できたかど
うかが、各学力層の差に出たのだと考えられます。

結 果 分 析

指導の ご提案 政治・経済の共通テストでは、抽象的な知識を具体例で考察したり、逆に具体的な
事例を抽象的に整理したりする出題が予想されます。政治・経済の学習を進めるうえ
で、両方の観点からさまざまな事象の理解を深めることが大切です。
また、教科書を一通り終了し、問題演習を通して知識の定着・確認や、新しい設問
形式に対応する演習を進められている時期だと思います。共通テストの問題が思考力
を問うものへと変わっても、土台となる知識は必要です。模試や問題集で正解した問
題であっても解答する際に曖昧な部分が残っていないか、解説でしっかりと確認し、
改めて教科書や資料集で知識を整理することが重要となります。
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